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集
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特
集
２

福島中学校男子バレーボール部の皆さん



も
踏
ま
え
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

の
克
服
と
地
域
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
政
運
営
の 

基
本
的
な
考
え
方

　

国
・
県
の
方
針
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
第
５

次
串
間
市
長
期
総
合
計
画
に
定
め
る
そ
れ
ぞ

れ
の
基
本
目
標
の
実
現
を
念
頭
に
、
引
き
続

き
個
別
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
中

で
も
「
串
間
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
掲
げ
た
基
本
目
標
「
安
定
し

た
雇
用
を
つ
く
る
」「
子
育
て
世
代
を
支
え

る
」「
安
全
・
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
」「
人

を
呼
び
込
む
」、
す
な
わ
ち
、「
地
域
資
源
の

活
用
と
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
魅
力
あ
る
産
業

の
育
成
と
雇
用
の
創
出
」「
子
育
て
世
代
の

仕
事
と
家
庭
の
両
立
と
、
結
婚
か
ら
妊
娠
・

出
産
、
子
育
て
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制

づ
く
り
」「
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
環
境

づ
く
り
と
ま
ち
の
活
性
化
」「
多
彩
な
魅
力

と
自
然
豊
か
な
景
観
を
活
用
し
た
交
流
人
口

の
増
加
や
移
住
等
の
促
進
」
の
実
現
の
た
め

の
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
人
口
減
少

の
克
服
と
地
域
活
性
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、

豊
か
な
観
光
資
源
を
有
す
る
「
都
井
岬
」
の

再
興
、「
ま
ち
な
か
の
道
の
駅
」
を
核
と
し

た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
連
携
型
中
高
一

貫
教
育
校
の
設
置
を
契
機
と
し
た
学
校
教
育

の
充
実
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
大
筋
合
意
に
至
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

を
持
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
串
間
中
学
校
の
活
性

化
お
よ
び
福
島
高
等
学
校
の
存
続
に
向
け
た
、

魅
力
あ
る
支
援
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

　

総
務
省
が
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
新
た
に
平
成
28

年
度
よ
り
活
用
し
、
農
産
物
や
地
場
産
品
の

販
路
拡
大
と
新
商
品
開
発
、
外
国
人
観
光
客

へ
の
情
報
発
信
と
受
入
対
策
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
具
体
的
な
実
施
、
移
住
相
談
や
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
な
ど
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、「
集
落
支
援
員
」
を
配
置
し
、
集

落
の
現
状
を
把
握
し
た
う
え
で
、
新
し
い
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　

九
州
最
大
規
模
の
風
力
発
電
施
設
と
農
業

用
水
路
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
施
設
の
計

画
が
着
工
に
向
け
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
今

後
、
本
市
の
地
域
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
地
方
創
生
の
取
り
組
み

　

政
府
は
、
総
合
戦
略
策
定
の
段
階
か
ら
、

平
成
28
年
度
よ
り
、
具
体
的
な
事
業
を
本
格

的
に
推
進
す
る
段
階
と
位
置
付
け
、
地
方
創

生
の
深
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
政
府
の
方
針

●
東
九
州
自
動
車
道 

　「
日
南
～
串
間
～
志
布
志
間
」

　

本
年
１
月
に
都
市
計
画
道
路
の
決
定
が
告

示
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
念
願
の
事
業
化
に

向
け
た
動
き
が
加
速
し
て
い
る
も
の
と
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
要
望
活
動
を
積
極
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
東
九
州
自
動
車
道

の
開
通
を
見
据
え
た
中
心
市
街
地
活
性
化
策

と
し
て
、
事
業
を
進
め
て
い
る
「
ま
ち
な
か

の
道
の
駅
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
早
期
整
備

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
都
井
岬
再
興
に
向
け
た
取
り
組
み

　

懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
、
旧
都
井
岬
観

光
ホ
テ
ル
の
跡
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
所

有
者
と
の
交
渉
が
ま
と
ま
り
、
土
地
・
建
物

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル

の
解
体
撤
去
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
企
業

立
地
協
定
を
締
結
し
た
米
良
電
機
産
業
株
式

会
社
と
連
携
し
、
都
井
岬
の
再
興
に
向
け
た

取
り
組
み
を
力
強
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
福
島
高
校
存
続
に
向
け
た
支
援
策

　

宮
崎
県
立
福
島
高
等
学
校
と
、
新
設
す
る

串
間
市
立
串
間
中
学
校
と
の
連
携
型
中
高
一

貫
教
育
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
４

月
に
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
校
の

設
置
「
イ
コ
ー
ル
」
福
島
高
等
学
校
の
存
続

が
約
束
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
常
に
危
機
感

　
地
方
公
共
団
体
が
自
主
性
・
主
体
性
を

最
大
限
に
発
揮
し
て
地
方
創
生
に
取
り
組

み
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

施
策
を
可
能
に
す
る
観
点
か
ら
、「
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」
が
平
成
27

年
度
に
創
設
さ
れ
、
平
成
28
年
度
に
お
い

て
も
引
き
続
き
１
兆
円
が
確
保
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
、
本
市
の
人

口
減
少
の
克
服
と
地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
の
指
針
「
串
間
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
、
串
間
独
自
の
施
策
展
開
、
個
性
を
明

確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
選
ば
れ
る
ま

ち
」
づ
く
り
を
進
め
、
人
口
減
少
と
地
域

経
済
縮
小
の
克
服
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
の
創
生
と
好
循
環
の
確
立
を
図
る
た
め
、

各
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
国
は
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関

連
政
策
大
綱
」
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
産
業

の
海
外
展
開
・
事
業
拡
大
や
生
産
性
向
上
、

農
林
水
産
業
の
競
争
力
の
強
化
な
ど
、
将
来

の
成
長
、
発
展
を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み

を
進
め
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
動

向
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

予
算
編
成
方
針

　

第
５
次
串
間
市
長
期
総
合
計
画
の
実
現
に

向
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
目
標
を
意
識
し
つ

つ
、
行
政
評
価
に
よ
る
重
点
的
・
効
率
的
な

施
策
の
展
開
を
図
り
な
が
ら
、
全
て
の
事
務

事
業
を
徹
底
し
て
見
直
し
、
限
ら
れ
た
財
源

の
効
果
的
な
配
分
に
努
め
、
的
確
な
予
算
措

置
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
総
額
と
し
ま
し

て
は
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
ま

し
て
、
４
・
４
％
増
の
１
１
８
億
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

国
の
政
策
や
動
向
、
地
方
創
生
の
動
き
な

ど
を
踏
ま
え
、
今
後
も
第
５
次
串
間
市
長
期

総
合
計
画
に
定
め
る
基
本
目
標
を
念
頭
に
、

中
で
も
「
串
間
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
各

種
施
策
を
最
優
先
に
、
市
民
の
先
頭
に
立
っ

て
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
議
会
お
よ
び
市
民
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
と
も
に

生
き
る
喜
び
に
あ
ふ
れ
る

協
働
と
交
流
の
ま
ち 

串
間

※今回掲載した平成28年度串間市施政方針は抜粋です。　全文は、市の公式ホームページ（http://www.city.kushima.lg.jp/）でご覧になれます。

平
成
28
年
度 

施
政
方
針
（
抜
粋
）

１
年
間
の
主
要
な
事
業
や
予
算
に
つ
い
て
の
方
向
性
を
示
す
施
政
方
針

今
年
度
の
串
間
市
施
政
方
針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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平成28年度当初予算の主な事業をお知らせします

一般会計歳出予算

一般会計歳入予算

歳出
（目的別）
118億円

義務的経費：57億7,226万2千円（48.9%）
投資的経費：16億656万8千円（13.6%）
その他経費：44億2,117万円（37.5%）

人件費 
21億2,064万2千円
(18.0%)

民生費
44億5,754万3千円
(37.8%)

教育費
13億2,980万6千円
(11.3%)総務費

13億2,044万8千円
(11.2%)

衛生費
10億4,973万6千円
(8.9%)

公債費
10億831万9千円
(8.5%)

土木費
9億3,276万8千円
(7.9%)

市税
16億1,028万円
（13.6%）

分担金および負担金
1億967万9千円
（0.9%）

使用料および手数料
1億5,231万9千円
（1.3%）

繰入金
3億8,510万8千円
（3.3%）

地方交付税
46億8,000万円
（39.7%）

国庫支出金
19億3,556万6千円
（16.4%）

県支出金
10億1,187万2千円
（8.6%）

市債
10億9,000万円
（9.2%）

その他
5億6,350万円
（4.8%）

その他
2億6,167万6千円
（2.2%）

扶助費
26億4,330万1千円
(22.4%)

公債費
10億831万9千円
(8.5%)

公債費
10億831万9千円
(8.5%)

普通建設事業費
14億8,602万2千円
(12.6%)

災害復旧事業費
1億2,054万6千円
(1.0%)

維持補修費
6,352万6千円
(0.5%)

補助費等
10億6,591万1千円
(9.1%)

繰出金
14億1,947万3千円
(12.0%)

その他
2億2,878万4千円
(2.0%)

物件費
16億4,347万6千円
(13.9%)

自主財源：25億1,906万2千円（21.3%）
依存財源：92億8,093万8千円（78.7%）

歳出
（性質別）
118億円

歳入
118億円

農林水産業費
7億3,965万8千円
(6.3%)

消防費
3億7,940万4千円
(3.2%)

商工費
2億8,926万6千円
(2.5%)

災害復旧費：1億2,055万7千円
(1.0%)
予備費：1,000万円（0.1%）

議会費：1億6,249万5千円
(1.4%)

【自主財源と依存財源】
●�自主財源…25億1,906万２千円（21.3％）
　�　自主財源は、市税（住民税・固定資産税など）や使用料、手数料などの地方自治体が自
主的に収入しうる財源をいい、自主財源の割合が高いほど、財政が安定しているといえます。
●�依存財源…92億8,093万８千円（78.7％）
　�　依存財源は、地方自治体の収入の格差を少なくするために交付される地方交付税な
どの国・県補助金等の財源をいいます。
　�　以上から、串間市においては、依存財源の割合が78.7％であるため、国・県に頼っ
た財源構造となっています。

【義務的経費と
投資的経費】

●�義務的経費
　…�57億7,226万２千円
　　（48.9％）
　�　義務的経費は、人件費（職
員給与など）や扶助費（児
童扶養手当・生活保護費な
ど）、公債費（借金の返済）
といった、支出することが
制度的に義務づけられてい
る経費をいいます。
　�　人件費および公債費につ
いては、年々減少傾向にあ
りますが、扶助費について
は、社会保障の充実化など
から増加傾向にあります。
�投資的経費

　…16億656万8千円
　　（13.6％）
　�　投資的経費は、道路など
インフラ整備や公共施設の
新増設などに要する経費を
いいます。

■平成28年度当初予算の内訳（会計別） （単位：千円，％、△は減）
会　計　名 平成28年度 平成27年度 伸 率

一般会計 11,800,000 11,300,000 4.4

特

別

会

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,795,057 3,675,916 3.2
後期高齢者医療特別会計 641,185 652,835 △1.8
簡易水道特別会計 574,040 359,232 59.8
農業集落排水事業特別会計 40,093 39,152 2.4
公共下水道事業特別会計 128,382 122,834 4.5
漁業集落排水事業特別会計 2,057 2,051 0.3
物品特別会計 138,100 113,675 21.5
介護保険特別会計（事業勘定） 2,574,076 2,623,578 △1.9
市木診療所特別会計 52,309 79,376 △34.1

病院事業会計（収益的支出および資本的支出） 2,139,390 2,231,396 △4.1
水道事業会計（収益的支出および資本的支出） 625,444 709,631 △11.9

合　　　計 22,510,133 21,909,676 2.7

歳出
（目的別）
118億円

義務的経費：57億7,226万2千円（48.9%）
投資的経費：16億656万8千円（13.6%）
その他経費：44億2,117万円（37.5%）

人件費 
21億2,064万2千円
(18.0%)

民生費
44億5,754万3千円
(37.8%)

教育費
13億2,980万6千円
(11.3%)総務費

13億2,044万8千円
(11.2%)

衛生費
10億4,973万6千円
(8.9%)

公債費
10億831万9千円
(8.5%)

土木費
9億3,276万8千円
(7.9%)

市税
16億1,028万円
（13.6%）

分担金および負担金
1億967万9千円
（0.9%）

使用料および手数料
1億5,231万9千円
（1.3%）

繰入金
3億8,510万8千円
（3.3%）

地方交付税
46億8,000万円
（39.7%）

国庫支出金
19億3,556万6千円
（16.4%）

県支出金
10億1,187万2千円
（8.6%）

市債
10億9,000万円
（9.2%）

その他
5億6,350万円
（4.8%）

その他
2億6,167万6千円
（2.2%）

扶助費
26億4,330万1千円
(22.4%)

公債費
10億831万9千円
(8.5%)

公債費
10億831万9千円
(8.5%)

普通建設事業費
14億8,602万2千円
(12.6%)

災害復旧事業費
1億2,054万6千円
(1.0%)

維持補修費
6,352万6千円
(0.5%)

補助費等
10億6,591万1千円
(9.1%)

繰出金
14億1,947万3千円
(12.0%)

その他
2億2,878万4千円
(2.0%)

物件費
16億4,347万6千円
(13.9%)

自主財源：25億1,906万2千円（21.3%）
依存財源：92億8,093万8千円（78.7%）

歳出
（性質別）
118億円

歳入
118億円

農林水産業費
7億3,965万8千円
(6.3%)

消防費
3億7,940万4千円
(3.2%)

商工費
2億8,926万6千円
(2.5%)

災害復旧費：1億2,055万7千円
(1.0%)
予備費：1,000万円（0.1%）

議会費：1億6,249万5千円
(1.4%)

（性質別） （目的別）

歳出
（目的別）
118億円

義務的経費：57億7,226万2千円（48.9%）
投資的経費：16億656万8千円（13.6%）
その他経費：44億2,117万円（37.5%）

人件費 
21億2,064万2千円
(18.0%)

民生費
44億5,754万3千円
(37.8%)

教育費
13億2,980万6千円
(11.3%)総務費

13億2,044万8千円
(11.2%)

衛生費
10億4,973万6千円
(8.9%)

公債費
10億831万9千円
(8.5%)

土木費
9億3,276万8千円
(7.9%)

市税
16億1,028万円
（13.6%）

分担金および負担金
1億967万9千円
（0.9%）

使用料および手数料
1億5,231万9千円
（1.3%）

繰入金
3億8,510万8千円
（3.3%）

地方交付税
46億8,000万円
（39.7%）

国庫支出金
19億3,556万6千円
（16.4%）

県支出金
10億1,187万2千円
（8.6%）

市債
10億9,000万円
（9.2%）

その他
5億6,350万円
（4.8%）

その他
2億6,167万6千円
（2.2%）

扶助費
26億4,330万1千円
(22.4%)

公債費
10億831万9千円
(8.5%)

公債費
10億831万9千円
(8.5%)

普通建設事業費
14億8,602万2千円
(12.6%)

災害復旧事業費
1億2,054万6千円
(1.0%)

維持補修費
6,352万6千円
(0.5%)

補助費等
10億6,591万1千円
(9.1%)

繰出金
14億1,947万3千円
(12.0%)

その他
2億2,878万4千円
(2.0%)

物件費
16億4,347万6千円
(13.9%)

自主財源：25億1,906万2千円（21.3%）
依存財源：92億8,093万8千円（78.7%）

歳出
（性質別）
118億円

歳入
118億円

農林水産業費
7億3,965万8千円
(6.3%)

消防費
3億7,940万4千円
(3.2%)

商工費
2億8,926万6千円
(2.5%)

災害復旧費：1億2,055万7千円
(1.0%)
予備費：1,000万円（0.1%）

議会費：1億6,249万5千円
(1.4%)

大型継続事業

串間市防災行政無線
デジタル設備整備事業

7,200万円
　津波や土砂災害などの災害に対する早期
情報伝達を図るため防災行政無線屋外拡声
子局の増設（15 基）を行う。

串間市中心市街地
まちづくり事業
2億1,209万6千円

　道の駅整備に係る中心市街地まちづくり実
施計画策定および旧吉松家周辺整備に係る市
民広場整備事業の設計業務などに要する経費。

串間市中学校新設校
施設整備事業
5億1,470万7千円

　再編統合校となる、現福島中学校の施設
改修を図る。

1 2 3
串間市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく主な事業

地域で子育て
応援事業

1,208万7千円
　子育て世帯の経済的負担軽減
を図るため、第３子以降の出生
について、出生祝い金300,000
円を贈る。半額は串間市共通商
品券を活用し、商店会などと連
携して地域で子育てを応援する
体制づくりに取り組む。

1

�新くしまFarmer's
プロジェクト事業
284万2千円

　串間市の特色ある農産物を活
用した商品開発・販路開拓を支
援するとともに、コーディネー
ターの活用により６次産業化・
農商工連携の取り組みの促進を
図る。

5

きらり輝く！
若い農業者就農
促進事業
600万円

　営農に係る初期投資の軽減な
どを図るため、新規就農者や農
業後継者に対し1名あたり上限
150万円を補助する。（4名）

9

新支え支えられる
地域連携推進事業

73万8千円
　地域が主体となって地域の将
来を考え、生活に身近な課題の
解決に自身で取り組むことのでき
る、新たな地域連携組織づくり
に必要な基盤整備を支援する。

13

子ども医療費
助成事業

4,862万7千円
　これまで対象となっていな
かった小中学生の通院も助成対
象とし、出生から中学卒業まで
の医療費の全額助成をする（た
だし、食事代、保険診療外のも
のは除く）。

2

新「くしま」農畜産物
オリジナルブランド
推進対策事業
　1,710万1千円

　農業団体や大学、地域おこし
協力隊（２名）などと連携し、
串間市ならではの魅力ある農畜
産物のオリジナルブランドを創
出・推進する。

6

くしま
コンシェルジュ
推進事業
253万6千円

　民間との協働により「総合イ
ンフォメーション機能」を設け、
観光案内や移住相談などの案内
機能の充実を図る。

10

新集落支援員
設置事業
388万5千円

　集落支援員を配置し、集落の
現状を把握したうえで、新しい
地域コミュニティの仕組みづく
りを支援する。

14

新みんなが輝く
居場所応援事業

70万円
　多世代交流の場を創出するこ
とにより、コミュニティの形成
を図る。

4

新魅力充満・くしま
農業女子推進事業

66万9千円
　女性の就農促進を図るととも
に、女性農業者の視点を生かし
た農産物販売促進などの活動を
支援する。

8

起業・既業支援
プロジェクト事業

1,008万円
　雇用の場の創出や商工業の
活性化を図るため、起業希望者
や事業拡大予定者に対し、補助
金を交付し支援する。

12

新都井岬
再開発事業
450万円

　市内有数の観光地である都
井岬において、今後の観光振興
を図るため、平成 27年度に取
得した旧都井岬観光ホテルを解
体する測量設計委託などを行
う。

16

新不妊治療費
助成事業
278万8千円

�　不妊治療は高額であることか
ら助成をすることで経済的負担
が軽減され、治療を継続し妊娠・
出産につながるよう、切れ目の
ない支援を図る。

3

�新みんなでやろう！
集落営農推進事業

210万円
　集落営農ビジョンに基づく
農地の有効活用や農業機械の
共同利用などの取り組みを推進
し、農村地域の活性化と農業
経営の安定化を図る。

7

新地域おこし協力隊
活用事業
①486万2千円
②886万3千円

①�移住相談や空き家バンクへの
登録などの推進。（１名）

②�地場産品などの販売促進や新
商品の開発、外国人観光客な
どの受け入れやエコツーリズ
ムの取り組みなどの推進を支
援する。（３名）

11

くしまde
スローライフ�
推進事業
347万8千円

　都市部などからの移住促進を
図るため、①都市部での移住
相談会、セミナーにおけるＰＲ、
②体験ツアーの実施、③空き家
バンク活用などを実施する。

15

※新は新規事業
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　現在、生後 91日以上の犬は、狂犬病予防注射を受
けることになっています（狂犬病予防法第５条）。串
間市では、各地域を巡回し、移動集合注射を実施して
います。日程表を見て都合の良い場所・時間に必ず受
けるようにしましょう。
　また、生後 91日以上の犬は、生涯１回の登録をす
る義務があります（狂犬病予防法第４条）。登録は市
民生活課生活環境係窓口、または集合注射の時にも登
録できますので、ご活用ください。詳細はお問い合わ
せください。
●料金
・�犬の登録＝１頭3，000円（生涯に１回）
・�狂犬病予防注射＝１頭3，000円（毎年１回）

地区 時　　　間 場　　　　　所

４／１4
（木）

市
木

１０：３０～１０：３５ 内ノ畑地区集落センター
１０：４０～１０：４５ 石原公民館
１０：５０～１１：００ 藤公民館
１１：０５～１１：１５ 舳バス停前
１１：２０～１１：２５ 夫婦浦
１３：５０～１４：００ 石波公民館

都
井

１４：１５～１４：２０ 名谷公民館
１４：２５～１４：４０ 大納集落センター

４／１5
（金）

福
島

 9：１５～ 9：３０ 高松公民館
 9：４５～１０：００ 有明児童公園横
１０：１０～１０：２５ 塩町公民館
１０：３５～１０：５５ 今町公民館
１１：１０～１１：２５ 金谷公民館
１１：３５～１１：４５ 弓田公民館
１３：２０～１３：３０ 下田口公民館先(田口池入り口)
１３：４０～１３：５５ 西方地区集落センター
１４：０５～１４：２０ 木代公民館

４／１8
（月）

本
城

 9：２０～ 9：３０ 下代田公民館
 9：４０～ 9：５０ 遍保ヶ野公民館
 9：５５～１０：００ 森田毅宅前
１０：０５～１０：２０ 中園公民館
１０：３０～１０：４０ 樋口公民館
１０：５０～１１：００ 小田代公民館
１１：０５～１１：２０ 本城支所
１３：３０～１３：４５ 崎田集落センター
１３：５５～１４：０５ 永田公民館
１４：１５～１４：２５ 港公民館

４／20
（水）

福
島

 9：１０～ 9：２５ 郡元公民館
 9：３５～ 9：５５ 天神公民館
１０：０５～１０：２０ 第２児童公園入口（上町）
１０：３０～１０：４５ 上町公民館

北
方

１０：５５～１１：１０ 東上池集落センター
１１：１５～１１：２５ 徳間集落センター

福
島

１３：２０～１３：３５ 桂原研修センター
１３：４５～１３：５５ 穂佐ヶ原公民館
１４：０５～１４：１５ 霧島地区集落センター

４／2１
（木）

北
方

 9：１５～ 9：２５ 鯛取営農会館
 9：３０～ 9：３５ 倉掛公民館
 9：４０～ 9：５０ 秋山公民館
 9：５５～１０：０５ 小城久保公民館
１０：１０～１０：２０ 初田公民館
１０：２５～１０：３５ 田渕集落センター
１０：４０～１０：５０ 谷ノ口公民館
１１：００～１１：２０ 農村環境改善センター
１３：３０～１３：４０ 古川地区集落センター
１３：４５～１３：５５ 羽ヶ瀬公民館
１４：００～１４：１０ 前田公民館

４／22
（金）

都
井

 9：３０～ 9：３５ 黒井公民館
 9：４０～ 9：４５ 立宇津公民館
 9：５０～１０：０５ 都井支所
１０：１０～１０：２５ 東地区営農研修施設
１０：３０～１０：４５ 宮原公民館
１０：５５～１１：１０ 東漁協
１１：２０～１１：２５ 牧組合事務局前

地区 時　　　間 場　　　　　所

４／１１
（月）

大
束

 9：１５～ 9：２０ 大重野集落センター
 9：３０～ 9：３５ 真萱公民館前
 9：４５～ 9：５０ 赤池地区集会所
１０：００～１０：０５ 旧大矢取バス停
１０：２５～１０：３５ 三幸ヶ野集荷場前
１０：４５～１１：００ 一氏公民館
１１：１０～１１：２０ 旧射馬地野バス停

福
島

１３：３０～１３：４５ 寺里　坂元石油店裏
１３：５５～１４：１０ 泉町市民駐車場
１４：２０～１４：３５ 市民体育館下駐車場

４／１2
（火）

大
束

 9：２０～ 9：２５ 風野公民館
 9：３０～ 9：３５ 広野地区集落センター
 9：４５～１０：００ 津曲商店前
１０：０５～１０：１０ 旧末広バス停前
１０：１５～１０：２０ 高則地区集落センター
１０：２５～１０：４０ 揚原地区集落センター
１０：５０～１１：００ 市ノ瀬自治公民館
１１：０５～１１：２０ 井牟田地区研修センター

福島 １３：３０～１３：４５ 塩屋原公民館

本
城

１４：００～１４：１０ 上千野集落センター
１４：２０～１４：２５ 中千野集落センター
１４：３５～１４：４５ 下千野集落センター

４／１3
（水）

大
束

 9：３５～ 9：４０ 旧奈留バス停前
 9：４５～ 9：５５ 島田利明宅前
１０：１０～１０：２０ 西ノ園集落センター
１０：２５～１０：３５ 上園田公民館
１０：４０～１１：０５ 大束支所
１１：１５～１１：２０ 白坂公民館

福
島

１３：３０～１３：４０ 笠祇公民館
１３：５５～１４：００ 消防格納庫前（奴久見）
１４：１５～１４：２０ 鹿谷公民館

４／１4
（木）

市
木

 9：３０～ 9：４５ 郡司部公民館
 9：５０～ 9：５５ 子持田公民館
１０：００～１０：０５ 海北公民館
１０：１０～１０：２５ 市木中央公民館

狂犬病予防注射が
始まります

●�問い合わせ先
　市民生活課生活環境係　☎内線２５３

都合の良い日時・場所で受けさせてください

市政ニュース

作
詞
・
作
曲
は 

い
で 

あ
や
か
さ
ん

　

来
春
開
校
の
串
間
中
学
校
校

歌
が
都
井
地
区
出
身
で
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
い
で
あ
や

か
さ
ん
の
作
詞
・
作
曲
に
よ
り
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
か
ら
校
歌
作
成
に

つ
い
て
の
検
討
を
始
め
、
い
で

あ
や
か
さ
ん
へ
制
作
を
依
頼
し

ま
し
た
。
ま
た
、
各
中
学
校
で

新
し
い
中
学
校
へ
の
期
待
や
引

き
継
い
で
い
き
た
い
思
い
な
ど

「
校
歌
に
込
め
た
い
思
い
」
を

調
査
。
そ
の
結
果
を
集
約
し
た

も
の
を
送
付
し
、
作
詞
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
公
開
用
の
音
源
を
準

備
中
で
す
の
で
、
準
備
が
で
き

次
第
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
い
た
し
ま
す
。 新

し
い
中
学
校
づ
く
り
推
進
だ
よ
り
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串間市教育委員会学校政策課　　〒８８８－８555 串間市大字西方５５５０番地
☎０９８７‐７2‐１１１１（内線３８１）　　ＦＡＸ０９８７‐７１‐１０１５　　E‐mail gako@city.kushima.lg.jp

いで  あやか
（都井中学校出身）

問い合わせ先

串
間
中
学
校
の
校
歌
が
完
成

　このたび、新しく串間市に創立
される串間中学校の校歌を制作さ
せていただきました、シンガーソン
グライターのいであやかです。
　串間中学校の生徒たちに、これ
から何年も、何十年も歌い継がれ
る楽曲を制作するという、大きな
お話をいただき、うれしい気持ち
と同時に、強い責任を感じました。
　串間市には、世界に誇れる素晴
らしい伝統、歴史、自然があると
思っています。正直、子どもの頃は
都会に憧れるばかりで、地元の良
さを分かろうとしていませんでした。

しかし、地元を離れて音楽活動を
することが多くなった私は、帰るた
び、なんて素晴らしい地元を持った
んだろう…！と、誇らしい気持ちに
なります。そんな、美しい串間市で
勉強に励み、仲間と共に過ごして
いけるということは、こんなにも素
晴らしい事だったんだ、と。
　その思いを、校歌を歌う事で子
どもたちにも届けたいと思い、制
作しました。歌うことが楽しくなる、
そんな校歌になればと思っています。
　串間市の子どもたちが、強く、お
おらかに、育つ事を祈っております。

串間中学校校歌
作詞・作曲／いであやか

勿
もっ

体
たい

のみどり　南
みなみ

風
かぜ

包
つつ

む
支
ささ

え合
あ

いの　美
うつく

しさよ
青
あお

い樹
き

々
ぎ

の葉
は

を　深
ふか

く色
いろ

付
づ

けよう
共
とも

に手
て

を取
と

り　くしまを生
い

きる

岬
みさき

を駈
か

け抜
ぬ

く　野
や

馬
ば

の逞
たくま

しさ
時
とき

を超
こ

えて　繁
しげ

る蘇
ソ

鉄
テツ

健
すこ

やかに学
まな

び　はつらつと進
すす

もう
強
つよ

く伸
の

びゆく　くしまと共
とも

に

黒
くろ

潮
しお

流
なが

るる　留
とど

まる事
こと

なく
果
か

敢
かん

に海
うみ

を　上
のぼ

って行
い

く
志
こころざし

を立
た

て　決
けっ

して揺
ゆ

るがないと
我
われ

らは誓
ちか

う　くしまの空
そら

に

Message
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14

25

36

市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics
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３
月
５
日
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の
旧
吉
松
家
住
宅
で

『
ひ
な
ま
つ
り
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
串
間
市
出
身
の
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト

谷
口
さ
と
み
さ
ん
に
加
え
、
福

岡
県
よ
り
野
本
秀
一
さ
ん
（
ピ

ア
ノ
）
と
小
野
と
し
た
か
さ
ん

（
ベ
ー
ス
）
の
２
人
が
出
演
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
選
曲

で
ジ
ャ
ズ
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

風
情
あ
る
空
間
に
音
楽
が
響
き

渡
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
70
人

は
、
す
て
き
な
ジ
ャ
ズ
の
生
演

奏
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

入隊者を代表し決意を述べる川野さん

自衛隊新入隊者
激励会

お
ひ
な
さ
ま
巡
り
を
楽
し
む

　
３
月
５
日
・
６
日
、
本
城
地
区
で
、『
第
７
回
お
ひ
な
さ
ま

雅
ま
つ
り
（
主
催
：
同
実
行
委
員
会
）』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
旧
家
な
ど
計
7
カ
所
で
ひ
な
飾

り
や
優
雅
な
打
ち
掛
け
、
白
無

垢
な
ど
が
多
数
展
示
さ
れ
、
来

場
者
は
お
ひ
な
さ
ま
巡
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
全
7
カ

所
を
巡
っ
た
方
に
は
、
い
こ
い

の
里
の
入
浴
券
が
進
呈
さ
れ
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行
わ
れ
、

来
場
者
は
華
や
か
な
ひ
な
飾
り

や
旧
家
の
懐
か
し
い
雰
囲
気
を

楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

男の子を３人連れて回りました。
それぞれの場所でお茶やお菓子
をいただき、おもてなしがあり
がたかったです。７カ所を巡る
スタンプラリーもよかったと思
います。子どもたちも喜んでい
ました。今度は５月の節句のイ
ベントもあるとうれしいですね。

親しみ感じた

　
3
月
9
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
楽
園
で
『
平
成
27

年
度
串
間
市
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各

自
治
会
長
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
一
般
市
民
な
ど
約
２
２

０
名
が
参
加
。
九
州
保
健
福
祉

大
学
の
小
川
敬
之
教
授
の
基
調

講
演
や
、
同
大
学
の
井
上
孝
徳

教
授
、
川
崎
順
子
准
教
授
を
含

む
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
７
人
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
、
認
知
症
や
地
域
の

課
題
な
ど
、
串
間
の
危
機
的
な

状
況
を
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

認
知
症
者
へ
の
理
解
深
め
る

時間があるときはこういう集ま
りに来ます。民生委員として参
加しましたが、すごく勉強にな
りました。認知症高齢者の方が
働いて給料を得たり、他者との
関わりで元気になっていく話を
聞いて、串間でもそういう取り
組みができたらなと思いました。

勉強になった

市木地区・八ヶ谷

獺
う そ

越
ご え

 智
と も

子
こ

さん

　３月15日、市役所大会議
室で『自衛隊新入隊者激励
会』が開かれました。�式典
には入隊者９人が参加。新
入隊者代表謝辞では、川野
太吾さんが「立派な自衛官
になることを誓い、初心を
忘れることなく日々努力し
ていきたいと思います」と
決意の言葉を述べました。�

　

２
月
24
日
、
市
総
合
体
育
館
で
『
第
28
回
も
う
す
ぐ
一
年

生
が
ん
ば
ろ
う
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
保
育
会
所

属
の
８
カ
園
に
通
う
年
長
児
99
人
が
参
加
。
し
っ
ぽ
と
り
ゲ

ー
ム
や
リ
レ
ー
な
ど
で
交
流
を

深
め
、
交
通
ル
ー
ル
を
○
×
ゲ

ー
ム
で
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

名
刺
交
換
タ
イ
ム
で
は
、
自
分

で
作
っ
た
名
刺
を
少
し
照
れ
な

が
ら
交
換
し
合
い
ま
し
た
。
４

月
か
ら
一
年
生
に
な
る
園
児
た

ち
。
期
待
や
喜
び
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
感
情
を
胸
に
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

と
も
だ
ち
何
人
で
き
る
か
な

がんばりたい
いつもはすくないにんずうであ
そんでいるので、たくさんのお
ともだちとあそべてたのしかっ
たです。なかでも「しっぽとり
ゲーム」がいちばんおもしろか 
ったです。いちねんせいになっ
たらさんすうのおべんきょうが
たのしみです。がんばります。 

やまびこ保育園

大
お お

嶋
し ま

 蘭
ら

奈
な

ちゃん

福島中学校 １年

脇
わ き

元
も と

 楓
ふ う

花
か

さん

　
３
月
12
日
、
観
光
客
を
き
れ
い
な
花
で
楽
し
ま
せ
よ
う
と
、

名
谷
ト
ン
ネ
ル
周
辺
か
ら
都
井
岬
駒
止
め
の
門
周
辺
ま
で
の

国
道
４
４
８
号
沿
い
に
、
市
の
花
カ
ン
ナ
の
球
根
50
個
や
ジ

ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
苗
木
45
本
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
国
花
イ
ペ
ー
の
苗
木

を
植
栽
し
ま
し
た
。
植
栽
に
は
、

串
間
の
道
を
考
え
る
女
性
の
会

や
都
井
岬
振
興
会
な
ど
約
60
人

が
参
加
。
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
沿
道
に
生
え
た
雑
草
を
取

り
除
く
な
ど
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
植
え
ら
れ
た
カ
ン

ナ
は
夏
ご
ろ
に
咲
く
そ
う
で
す
。

沿
道
に
彩
り
を 

カ
ン
ナ
植
栽

雑草が多くて思いのほか大変で
したが、皆さんの協力のおかげ
でスムーズに進んで良かったで
す。参加していただいた60名の
方に感謝です。6月ごろにはカ
ンナが咲き始めるので、串間市
を訪れる観光客が花を見て、喜
んでくれるとうれしいですね。

咲くの楽しみ

串間のみちを考える女性の会

吉
よ し

田
だ

 一
か ず

女
め

さん

福島地区・南今町

水
みず

谷
たに

有
ゆ

紀
き

さんファミリー

本城中学校 1 年

野
の

辺
べ

 翔
しょう

太
た

さん

ジ
ャ
ズ
で
す
て
き
な
ひ
と
時

奥深さ感じた
こういうコンサートイベントは
初めてです。ジャズのかっこよ
さや奥深さを感じることができ
ました。部活で吹奏楽をしてい 
るのでプロミュージシャンの演
奏を参考にして自分の演奏に取
り入れたいと思います。機会が
あればまた聴きに来たいです。

都井岬へ訪れた皇太子さま

皇太子さま
ご来串

●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●

　
３
月
４
日
、
大
乃
屋
で
本
城
中
学
校
の
1
年
生
2
名
が
、

く
し
ま
学
の
一
環
と
し
て
ご
当
地
グ
ル
メ
で
あ
る
『
串
間
活

〆
ぶ
り
プ
リ
丼
ぶ
り
』
の
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
始
め

に
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
を
し

て
手
順
の
説
明
を
受
け
た
後
、

野
菜
を
切
っ
た
り
、
ぶ
り
に
包

丁
を
入
れ
る
な
ど
、
初
め
て
の

体
験
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
一
生

懸
命
に
調
理
を
し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
そ
の
後
、
自
分
で
盛

り
付
け
た
ぶ
り
プ
リ
丼
を
お
い

し
そ
う
に
食
べ
て
、
串
間
の
産

業
の
様
子
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

特
産
品
の
調
理
方
法
を
学
ぶ

普段も家で料理の手伝いはする
のですが、ぶりプリ丼は一つひ
とつの工程を丁寧にやらないと
いけないので大変でした。ぶり
を切るときに刃の全体を使って
斜めに包丁を入れるのが難しか 
ったです。初めて食べましたが、
また食べに来たいと思います。 

また食べたい

寄贈の様子

新一年生へ
防犯ブザーを寄贈
　３月18日、串間地区生コ
ン事業協同組合の村中弘行
理事長ら４名が教育長室を
訪れ、教育長へ防犯ブザー�
１７０個を寄贈しました。
寄贈された防犯ブザーは、
市内小学校の新入生に配布
されます。同組合は毎年、
防犯ブザーを新入生へ寄贈
する活動を行っています。

※インタビュー者の学校名・学年は取材時のものです。



　  子育て支援情報

不妊症・不育症治療費の
助成を開始します
４月１日から不妊症・不育症と診断を受け、治療を行っている夫婦に対し、
治療費の助成を始めます。

　
助
成
の
対
象
は
？

　

助
成
の
対
象
と
な
る
治
療
は
、

一
般
不
妊
治
療（
医
療
保
険
適
用
・

適
用
外
）、
特
定
不
妊
治
療
（
体

外
受
精
、
顕
微
授
精
）、
男
性
不

妊
治
療
、
不
育
症
治
療
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
平
成
28
年

４
月
１
日
以
降
に
受
け
た
治
療
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
治
療
に
直
接

関
係
の
な
い
文
書
料
、
個
室
料
な

ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
助
成
の
対
象
者
は
？

　

助
成
の
対
象
者
は
、
治
療
が
終

了
し
た
者
で
、か
つ
、夫
婦
で
あ
っ

て
、
少
な
く
と
も
一
方
が
串
間
市

に
住
ん
で
い
て
、
次
の
条
件
に
あ

て
は
ま
る
者
で
す
。

・
医
療
保
険
の
被
保
険
者

・
生
活
保
護
世
帯
で
は
な
い
者

・
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
者

　

特
定
不
妊
治
療
、
男
性
不
妊
治 

療
、
不
育
症
治
療
に
つ
い
て
は
、

先
に
宮
崎
県
が
行
う
助
成
事
業
に

申
請
し
、
支
給
決
定
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
宮
崎
県
の
助
成

事
業
申
請
に
つ
い
て
は
、
日
南
保

健
所
健
康
づ
く
り
課
健
康
管
理
担

当
（
☎
23

－

３
１
４
１
）
が
窓
口

に
な
り
ま
す
。

　
申
請
の
期
限
は
？

　
一
般
不
妊
治
療
は
、
治
療
が
終

了
し
た
月
の
末
日
か
ら
２
カ
月
以

内
、
特
定
不
妊
治
療
、
男
性
不
妊

治
療
、
不
育
症
治
療
に
つ
い
て
は
、

県
の
支
給
決
定
通
知
書
が
届
い
た

月
の
末
日
か
ら
２
カ
月
以
内
に
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
助
成
の
金
額
は
？

▽ 

一
般
不
妊
治
療
＝
医
療
保
険
適

用
の
治
療
に
つ
い
て
は
１
年
間

に
５
万
円
ま
で
、
医
療
保
険
適

用
外
の
治
療
に
つ
い
て
は
、
１

年
間
に
10
万
円
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
金
額
に
達
す
る
ま
で
複
数

回
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽ 

特
定
不
妊
治
療
＝
自
分
が
支
払 

っ
た
額
か
ら
県
の
助
成
額
を
差

し
引
い
た
額
を
市
が
助
成
し
ま

す
。
1
回
の
治
療
で
７
万
５
千

円
ま
で
助
成
で
き
ま
す
（
治
療

内
容
に
よ
っ
て
は
３
万
７
千
５

百
円
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

▽ 

男
性
不
妊
治
療
＝
自
分
が
支
払 

っ
た
額
か
ら
県
の
助
成
額
を
差

し
引
い
た
額
を
市
が
助
成
し
ま

す
。
１
回
の
治
療
で
２
万
５
千

円
ま
で
助
成
し
ま
す
。

▽ 

不
育
症
治
療
＝
自
分
が
支
払
っ

た
額
か
ら
県
の
助
成
額
を
差
し

引
い
た
額
を
市
が
助
成
し
ま
す
。

１
回
の
妊
娠
期
間
で
４
万
円
ま

で
助
成
で
き
ま
す
。

　
申
請
に 

　
必
要
な
も
の
は
？

　

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
に
つ

い
て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
不
妊
症
、
不
育
症
治
療
に
か
か

る
経
済
的
な
負
担
を
少
し
で
も
軽

く
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
始
め

た
事
業
で
す
。
ご
不
明
な
点
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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ＮＰＯが、身近に、便利に。
くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

みなさまの市民活動を
支援します！

　
少
し
だ
け
難
し
い
言
葉
が

出
て
き
ま
す
が
、
最
初
だ
け

で
す
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
は
、
非
営
利
で
社
会

貢
献
活
動
や
慈
善
活
動
を
行

う
法
人
格
を
得
た
市
民
団
体

の
こ
と
。
特
定
非
営
利
活
動

促
進
法
と
い
う
法
律
の
も
と
、

国
、
ま
た
は
都
道
府
県
に
認

証
を
受
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

な
る
。

　
今
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、
串

間
市
に
お
い
て
よ
り
身
近
に

な
り
ま
す
。
ど
う
い
う
こ

と
？
そ
れ
を
簡
単
に
分
か
り

や
す
く
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
認
証
の
手
続
き

や
各
種
届
け
出
、
事
業
報
告

書
の
提
出
な
ど
県
庁
へ
足
を

運
ん
だ
り
、
何
か
と
不
便
な

面
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

今
月
よ
り
、
串
間
市
役
所
に

て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
運
営
し

て
い
る
方
も
、
こ
れ
か
ら
始

め
た
い
と
考
え
て
い
る
方
も
、

こ
れ
か
ら
市
役
所
が
、
親
切

丁
寧
に
担
当
い
た
し
ま
す
の

で
、
市
民
に
と
っ
て
よ
り
身

近
に
、
便
利
に
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
で
き
る
主
な
も
の
。

・ 

設
立
認
証
申
請
の
受
付
、

認
証

・
各
種
変
更
届
出
の
受
理

・
事
業
報
告
書
な
ど
の
受
理

　
早
速
で
す
が
、
４
月
か
ら

新
年
度
を
迎
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
は
、
前
年
度
の
事
業
報
告

書
（
年
度
終
了
か
ら
３
カ
月

以
内
）
が
市
役
所
へ
の
提
出

と
な
り
ま
す
。
手
続
き
が
難

し
く
感
じ
た
り
す
る
も
の
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
役

所
の
担
当
や
パ
ナ
ッ
プ
に
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
串
間
市
に
は
10
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
規
模
や

性
質
は
多
様
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
理
念
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

を
掲
げ
、
地
域
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
市
民

の
皆
さ
ま
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
理

解
し
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
関
係
手
続
き
問

い
合
わ
せ
先
＝
市
総
合
政

策
課
☎
72

－

１
１
１
１

新
年
度
を
迎
え
、
串
間
市
に
赴

任
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
１

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
時
の
初
め

て
の
土
地
に
降
り
立
っ
た
期
待
と

不
安
が
入
り
混
じ
っ
た
気
持
ち
を

懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

　

春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
、

心
機
一
転
、
新
た
な
こ
と
に
一
歩

踏
み
出
す
良
い
季
節
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
か
ら

で
も
良
い
の
で
目
標
を
立
て
、
そ

れ
を
実
行
に
移
す
、
私
も
三
日
坊

主
に
な
ら
な
い
よ
う
、
目
標
を
立

て
て
、
何
か
取
り
組
ん
で
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

串
間
市
で
は
、
３
月
下
旬
か
ら

公
式
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が

実
施
さ
れ
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

今
ま
で
よ
り
使
い
勝
手
の
良
い
も

の
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
行
政
か
ら
発
信
す
る
情

報
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
が
図
ら

れ
、
新
た
に
観
光
情
報
サ
イ
ト
が

で
き
る
な
ど
、
串
間
の
魅
力
的
な

観
光
情
報
を
た
く
さ
ん
発
信
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
職
員

が
使
用
す
る
名
刺
も
新
た
な
も
の

に
な
り
ま
す
。
都
井
岬
の
き
れ
い

な
星
空
の
写
真
な
ど
、
16
種
類
ほ

ど
名
刺
の
裏
面
を
用
意
し
、
名
刺

一
枚
で
は
あ
り
ま
す
が
、
観
光
Ｐ

Ｒ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
大
き
な
効
果

が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
出
先
な
ど
で
も
、
ス

マ
ホ
な
ど
多
様
な
情
報
端
末
か
ら

公
式
サ
イ
ト
の
内
容
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
身

近
に
串
間
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
今
年
度
か
ら
人
口
減
少
の
克
服

と
地
域
活
性
化
に
向
け
た
地
方
創

生
の
取
り
組
み
が
本
格
実
施
と
な

り
ま
す
（
串
間
市
公
式
サ
イ
ト
か

ら
地
方
創
生
に
向
け
た
総
合
戦
略

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
）。
引
き

続
き
、
庁
内
一
体
と
な
っ
て
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

串間市公式サイトが
完全リニューアルされました！

地方創生特命部長

矢
や
後
ご
雅
まさ
司
し
の

部長日記

名刺も新しくなりました

問い合わせ先
福祉事務所こども対策室
子育て支援係
☎７２ー０３３３
　（内線５０５、５０８）

Ｑ
．

Ａ
．

Ａ
．

Ａ
．

Ａ
．

Ｑ
．

Ｑ
．

Ｑ
．

Ｑ
．
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子どもからお年寄りまで、仲間と一緒に
いろいろなことを学んだり、楽しんだり、
生涯学習にチャレンジしましょう。生涯学習だよりきらめき

て
　

楽
し

み
て　 学

び
続

け
て

中央公民館 ☎72－1846 講師 日　　時 内　　容 定員 参加費等 回数

1 フラワー
アレンジメント 神村　　歩 第２金曜日 19：00～20：30

フラワーアレンジメントの基礎や寄せ植えの
基礎などを学びビューティフルライフを送り
ましょう。

15 毎回2,000円 10

2 和服のリフォーム 加藤　芳子 第2・４水曜日 13：30～15：30 古い着物のリサイクルですてきなワンピース・
チュニックに変身！なんという事でしょう！！ 10 随時 10

3 温もりある木彫り 川﨑　修子 第２・4土曜日 13：30～16：30
専用道具はお高いけど、手彫りの楽しさを
一緒に体験してみませんか。長く続ける趣味
に！！彫って塗って仕上げます！

10 木彫り専用道具が
1万8千円・材料費 10

4 楽しく歌おう
永遠の名曲 谷口 さとみ 第２・4金曜日 10：00～11：30 童謡からジャズまで！！さまざまなジャンルの歌

をみんなで聞いて楽しく歌っていきましょう。 10 無料 10

5 あざやかな押し花 榎木　珠美 第２・4木曜日 13：30～15：30
生の花を美しく押し花にする方法、保管の方
法、便箋や封印のシール・ウェルカムボード
などを作って楽しみましょう。

15
専用セット

8,000円程度・
材料費

7

6 一閑張り 渡会 理美子 第2火曜日 10：00～12：00 竹かごなどに和紙を張り、柿渋で色合い！！
すてきなカゴやインテリアを作ります。 10 初回のみ

2,000円 7

7 季節の花　一輪 河野　愛子
橋本　雅子 第２・４土曜日 9：30～12：30 手作りの花でお部屋を飾りましょう。ねんど

と布を使った花作りです。 10
申込の際道具確認

材料費
各回1,000円程度

7

8 農家直伝 
おいしい野菜レシピ 吉松 ちあき

昼の部
６月１日（水） 10：00～12：00 ジュニア野菜ソムリエの資格を持つ講師が旬

の野菜・果物をおいしくいただく調理法を伝
授します。

15 500円 1

夜の部
６月29日（水） 19：00～21：00 15 500円 1

9 串間史を学ぶ（福島） 史談会 ８月19日（金） 9：30～11：30 福島の歴史・民話さまざまな話を聞きながら
関係した場所を訪ねます。 15 保険料要 1

本城公民館 ☎71-3011 講師 日　　時 内　　容 定員 参加費等 回数

1 クラフトテープの
　素敵なカゴづくり 菊永　和代 第2・4

火曜日 13：30～15：30 オリジナルデザインで、実用にもインテリ
アにもなるカゴ作りです。 15 500円程度 10

2 素敵な小物づくり 冨永 可奈子 第３土曜日 9：00～12：00 あると便利、毎日の生活に役立つ小物を一
緒に作りませんか。 10 500円程度 8

3 ３Ｂ体操 岩切　秀子 第２木曜日 10：00～12：00 ３つの用具（ボール・ベル・ベルダー）を使い、
音楽に合わせて楽しく体を動かします。 20 保険料要 5

4 笑顔で
ニュースポーツ

市スポーツ
推進委員 第２金曜日 19：30～21：00 地域の元気や仲間づくりを目的に誰もが楽しめ

るニュースポーツを紹介、楽しく体験できます。 30 保険料要 5

5 農家直伝
おいしい野菜レシピ 吉松 ちあき ６月８日（水） 10：00～12：00 ジュニア野菜ソムリエの資格を持つ農家の

お嫁さんが野菜たっぷりの料理を作ります。 10 500円 1

6 串間史を学ぶ（本城） 史談会 ９月16日（金） 9：30～11：30 本城の歴史・民話さまざまな話を聞きなが
ら関係した場所を訪ねます。 15 保険料要 1

市木公民館 ☎71-5011 講師 日　　時 内　　容 定員 参加費等 回数

1 初めての囲碁 東郷　久盛 第2土曜日 10：00～12：00
小・中学生から高齢者まで楽しめます。初
めての方が対象です。囲碁は先を読むゲー
ムです。

10 無料 10

2 笑顔で
ニュースポーツ

市スポーツ
推進委員 第3水曜日 19：30～21：00 地域の元気や仲間づくりを目的に誰もが楽しめ

るニュースポーツを紹介、楽しく体験できます。 30 保険料要 5

3 団子づくり 水元 美保子 第2金曜日 13：30～15：30 昔ながらの団子作り、家庭でも簡単にできますよ。15 2,500円 
５回分 5

4 農家直伝 
おいしい野菜レシピ 吉松 ちあき ６月22日（水） 10：00～12：00

ジュニア野菜ソムリエの資格を持つ講師が
旬の野菜・果物をおいしくいただく調理法
を伝授します。

10 500円 1

5 串間史を学ぶ（市木） 史談会 11月18日（金） 9：30～11：30 市木の歴史・民話さまざまな話を聞きなが
ら関係した場所を訪ねます。 15 保険料要 1

北方農村環境改善センター
☎72-1846（中央公民館） 講師 日　　時 内　　容 定員 参加費等 回数

1 初心者向け
ヨガの楽しみ 蒲生 奈保子 第２・４

月曜日 14：00～15：30 あなたの健康な心と体づくりのお手伝いを
します。ヨガ用マットが必要です。 15 ヨガ用マットが

必要 10

2 可愛い人形づくり 遠山 ひろみ 第２木曜日 13：30～15：30 布や綿でつくる簡単な人形を一緒に作りましょう。 10 300円程度 10

3 筆で美しい
文字を書く

生涯学習
専門指導員 第３木曜日 10：00～12：00

書道入門講座です。大筆で筆使いの基本を
学び、小筆で自分の名前やのし袋の表書き
を書きます。初心者大歓迎。

5 申込の際
道具確認 7

4 串間史を学ぶ（北方） 史談会 7月15日（金） 9：30～11：30 北方の歴史・民話さまざまな話を聞きなが
ら関係した場所を訪ねます。 15 保険料要 1

都井基幹集落センター 
☎71-4011 講師 日　　時 内　　容 定員 参加費等 回数

1 着物のリフォーム 加藤　芳子 第2・４
水曜日 10：00～12：00 古い着物のリサイクルですてきなワンピー

ス・チュニックに変身！何という事でしょう。10 随時 10

2 団子づくり 水元 美保子 第４金曜日 13：30～15：30 昔ながらの団子作り、家庭でも簡単にできますよ。15 2,500円
５回分 5

3 笑顔で
ニュースポーツ

市スポーツ
推進委員 第１木曜日 19：30～21：00 地域の元気や仲間づくりを目的に誰もが楽しめ

るニュースポーツを紹介、楽しく体験できます。 30 保険料要 5

4 3B体操 岩切　秀子 第４木曜日 10：00～12：00 ３つの用具（ボール・ベル・ベルダー）を使い、
音楽に合わせて楽しく体を動かします。 20 保険料要 5

5 串間史を学ぶ（都井） 史談会 10月21日（金） 9：30～11：30 都井の歴史・民話さまざまな話を聞きなが
ら関係した場所を訪ねます。 15 保険料要 1

大束公民館 ☎71-2011 講師 日　　時 内　　容 定員 参加費等 回数

1 絵手紙を楽しむ 長岡　リユ 第２月曜日 10：00～12：00
簡単な絵手紙作りをします。目の前にあるも
のを書いて季節のご挨拶！！なんてすてきな
んでしょう。

15 申込の際
道具確認 10

2 パソコン教室（入門） 河野　政平 毎週火曜日 10：00～12：00 スイッチの入れ方から暑中見舞いや年賀状
の作り方まで初歩的な事をミッチリと！ 10 500円程度 10

3 筆で美しい
文字を書く

生涯学習
専門指導員 第３月曜日 10：00～12：00

書道入門講座です。大筆で筆使いの基本を
学び、小筆で自分の名前やのし袋の表書き
を書きます。初心者大歓迎。

5 申込の際
道具確認 7

4 笑顔で
ニュースポーツ

市スポーツ
推進委員 第４火曜日 13：30～15：00 地域の元気や仲間づくりを目的に誰もが楽しめ

るニュースポーツを紹介、楽しく体験できます。 30 保険料要 5

5 農家直伝 
おいしい野菜レシピ 吉松 ちあき ６月15日（水） 10：00～12：00 ジュニア野菜ソムリエの資格を持つ農家の

お嫁さんが野菜たっぷりの料理を作ります。 10 500円 1

6 串間史を学ぶ（大束） 史談会 ６月17日（金） 9：30～11：30 大束の歴史・民話さまざまな話を聞きなが
ら関係した場所を訪ねます。 15 保険料要 1

　市内公民館では、６月から定期講座を開設します。
健康づくりや仲間づくり、教養を高めたり、地域貢
献など、生涯学習でいきいきと串間ライフを満喫し
ませんか。多くの市民の皆さまの参加をお待ちして
います。
●申込締切＝５月 16日（月）（先着順）
●�申込方法＝中央公民館・各支所にて申し込んでく

ださい。
※�参加費が必要な講座は、前払いにてお支払して�

いただく場合がありますのでご了承ください。
●問い合わせ先＝中央公民館☎72－１８４６

平成28年度公民館定期講座 受講生募集
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健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

魅
力
あ
る

福
島
高
校
の

取
り
組
み

～自ら学び
表現力ある
福高生～

こ
ん
に
ち
は
！

福
島
高
校

で
す
！

　

皆
さ
ん
、
健
康
の
た
め
に
、
何
か
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
便
利
な
世
の
中

で
体
を
動
か
す
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
意
識
し
て
体
を
動
か
す
こ
と

は
と
て
も
重
要
な
の
で
す
。

　

運
動
に
限
ら
ず
、
家
事
や
買
い
物
な
ど
日
常

生
活
の
中
で
18
～
64
歳
の
方
は
１
日
60
分
、
65

歳
以
上
の
方
は
１
日
40
分
以
上
体
を
動
か
す
こ

と
で
、
悪
性
腫
瘍
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の

予
防
の
ほ
か
、
認
知
症
の
予
防
に
も
役
立
つ
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
運
動
が
足
り

な
い
な
あ
と
思
わ
れ
る
方
、「
仕
事
で
体
を
使

っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
て
も
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
に
悩
ん
で
い
る
方
は
、

ま
ず
今
よ
り
10
分
、
意
識
し
て
体
を
動
か
し
て

み
ま
し
ょ
う
！

　

健
康
の
た
め
に
は
、
食
事
も
重
要
で
す
。
減

塩
を
心
掛
け
、
野
菜
を
多
く
食
べ
ま
し
ょ
う
！

最
近
は
、
い
ろ
い
ろ
な
食
事
療
法
が
話
題
に
な

り
ま
す
が
、
私
は
よ
く
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ク
ス

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
実
は

昔
な
が
ら
の
日
本
食
、
つ
ま
り
一
汁
三
菜
の
玄

米
食
の
こ
と
で
す
。
日
本
食
が
海
外
で
受
け
入

れ
ら
れ
て
、
逆
輸
入
さ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
偏
っ
た
食
事
療
法
よ
り
も
、

ま
ず
は
１
日
３
回
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
塩
分
控
え

め
の
食
事
を
取
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

続
い
て
、
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ

う
！
日
本
で
は
喫
煙
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、
年

間
約
13
万
人
、
受
動
喫
煙
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、

年
間
６
８
０
０
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

は
、「
タ
バ
コ
１
本
で
５
分
30
秒
命
が
縮
み
ま

す
よ
！
」
と
外
来
で
お
話
し
し
ま
す
。
禁
煙
す

る
こ
と
で
が
ん
や
心
臓
病
な
ど
の
リ
ス
ク
が
下

が
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
の
煙

を
避
け
る
こ
と
、
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
高
血
圧
の
治
療
よ
り
も
、
糖

尿
病
の
治
療
よ
り
も
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
お

薬
を
飲
む
こ
と
よ
り
も
、
タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と

は
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
危
険
度
を
上
げ
る

の
で
す
。

　

最
後
に
、
人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
現
代

の
生
活
は
、
若
い
方
も
ご
年
配
の
方
も
人
生
を

急
い
で
生
き
過
ぎ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
一

度
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
し
よ
う
と
欲
張
ら
ず

に
、
ゆ
っ
く
り
と
優
先
順
位
を
つ
け
て
、
一
つ

ひ
と
つ
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
、
私
は
心
掛

け
て
い
ま
す
。
誰
も
が
、
あ
れ
も
こ
れ
も
や
り

た
い
、
手
に
入
れ
た
い
と
欲
張
り
過
ぎ
る
と
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
心
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
こ
と
を
経
験
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
人
で
も
、
ど
ん
な
人

生
を
背
負
っ
て
い
る
人
で
も
、
ゆ
っ
く
り
と
深

く
考
え
な
が
ら
生
活
を
送
る
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

で
い
き
ま
し
ょ
う
！
そ
し
て
、
一
日
一
度
は
笑

い
ま
し
ょ
う
。
お
腹
の
底
か
ら
笑
う
と
、
心
も

体
も
元
気
に
な
っ
た
気
が
し
ま
せ
ん
か
？
実
際
、

「
笑
い
」
が
心
や
体
に
良
い
と
い
う
こ
と
は
医

学
的
に
実
証
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
最
近
で
は
病
気

の
予
防
や
治
療
に
お
い
て
も
注
目
を
浴
び
て
い

ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
、
自
分
自
身
と
向
き
合
っ
て
、
心
、

身
体
が
喜
ぶ
こ
と
を
た
く
さ
ん
実
行
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。「
明
る
く
、楽
し
く
、元
気
よ
く
！
」、

よ
く
聞
く
言
葉
で
す
が
、
こ
れ
を
実
践
す
る
こ

と
は
、
本
当
に
難
し
い
で
す
よ
ね
。

健
康
の
た
め
に

取
り
組
む
こ
と
は
？
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著：串間市民病院 内科
松田 俊太郎 Shuntaro Matsuda

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
日
差
し
の
暖

か
さ
か
ら
春
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
私
、
福

島
高
校
生
徒
会
長
増
田
成
宏
が
近
況
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

卒
業
式
で
先
輩
方
を
見
送
り
ま
し
た

　

福
島
高
校
で
は
、
３
月
１
日
に
卒
業
式

が
行
わ
れ
、
在
校
生
み
ん
な
で
３
年
生
の

先
輩
方
を
見
送
り
ま
し
た
。
先
輩
方
に
は

普
段
の
学
校
生
活
を
は
じ
め
、
学
校
行
事
、

部
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
進
路
に
進
ま
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
福
島
高
校
で
培
っ
た
力
で
自
分
の
道

を
切
り
開
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
た

ち
在
校
生
は
、
こ
の
良
き
福
島
高
校
の
伝

統
を
守
り
、
し
っ
か
り
次
の
世
代
に
継
承

し
て
い
き
ま
す
。

一
年
間
を
振
り
返
っ
て

　

私
は
こ
の
１
年
間
と
て
も
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４

月
の
入
学
式
か
ら
始
ま
り
、
歓
迎
遠
足
で

新
入
生
と
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
６
月

に
は
、
生
徒
総
会
が
あ
り
、
全
校
生
徒
で

活
動
し
や
す
い
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
話

し
合
い
ま
し
た
。
８
、
９
月
に
は
福
島
高

校
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
樹
祭
が
行

わ
れ
、
３
年
生
に
と
っ
て
最
後
の
大
き
な

思
い
出
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
２
年
生
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
修
学

旅
行
な
ど
の
特
別
な
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
社
会
に
出
て

か
ら
大
切
な
こ
と
、
今
の
自
分
た
ち
に
欠

け
て
い
る
こ
と
な
ど
、
身
を
も
っ
て
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
、
学
校
生
活
で
の
明
確

な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
修
学
旅
行
で
は
、

学
校
生
活
で
は
見
ら
れ
な
い
仲
間
の
一
面

も
見
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
一
層
絆
が
深

ま
り
ま
し
た
。
３
泊
４
日
と
い
う
短
い
時

間
で
し
た
が
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
た

ち
と
修
学
旅
行
に
行
け
た
こ
と
は
良
い
思

い
出
で
す
。

　

私
た
ち
も
新
３
年
生
と
な
り
、
福
島
高

校
最
上
級
生
に
な
り
ま
す
。
学
校
の
顔
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
行
事
を
こ
れ
ま

で
に
な
い
完
成
度
に
創
り
あ
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
福
島
高
校

生
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

卒
業
式
が
あ
り
ま
し
た福島高校３年

生徒会長

増
ます

田
だ

 成
なり

宏
ひろ

さん

わたしが
レポートします。

卒業生合格
体験発表

未来をつくる
フェスティバル

卒業式
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育
[Health]

４/23（土）～５/12
（木）は

「子どもの読書週間
」です。

図書館職員が皆さん
にお勧めする本を

小学校低学年・中学
年・高学年・中高

生に分けて紹介しま
す。子どもたちに

もっと本を！

　

暖
か
く
な
る
と
と
も
に
街
の
景
色

が
変
わ
り
ま
す
ね
。
僕
は
ア
メ
リ
カ

の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
か
ら
来
た
の
で

春
に
な
る
と
桜
が
咲
く
の
を
と
っ
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
は
桜
が

ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
す
。
私
は
イ

ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
桜
を
一
回
も
見
た

こ
と
な
い
の
で
、
寒
い
冬
か
ら
桜
が

咲
く
と
や
っ
と
春
が
来
た
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。
そ
れ
に
、
日
本

で
桜
が
咲
い
た
ら
花
見
を
し
ま
す

ね
！
名
古
屋
に
い
た
と
き
に
初
め
て

の
花
見
を
経
験
し
ま
し
た
。
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
の
上
で
友
達
と
飲
ん
だ
り
、

話
し
た
り
笑
っ
た
り
し
ま
し
た
。
今

年
花
見
会
に
行
く
の
は
２
年
ぶ
り
な

の
で
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。 

　

そ
し
て
、
２
月
末
に
宮
崎
大
学
か

ら
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
留
学
生
が

串
間
に
来
ま
し
た
。
僕
は
２
日
間
で

通
訳
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
！
留
学
生
の
皆
さ

◆◇◆　その他の新刊　◆◇◆

ん
は
２
泊
だ
け
の
串
間
滞
在
で
し
た

が
、
そ
の
間
魅
力
的
な
観
光
地
を
見

に
行
っ
た
り
、
日
本
食
を
味
わ
っ
た

り
し
ま
し
た
。
串
間
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
体
験
を

し
、
吉
松
家
住
宅
に
飾
っ
た
ひ
な
人

形
を
見
ま
し
た
。
僕
も
ひ
な
人
形
の

本
物
を
見
た
こ
と
な
い
の
で
、
そ
の

人
形
の
大
き
さ
と
古
さ
を
見
た
ら
驚

き
ま
し
た
。
最
後
に
都
井
岬
に
い
る

岬
馬
を
見
に
行
き
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
２
月
だ
っ
た
の

で
馬
が
い
る
か
ど
う
か
心
配
で
し
た

が
、
10
匹
の
岬
馬
が
い
て
く
れ
た
の

で
い
い
旅
行
の
締
め
く
く
り
に
な
り

ま
し
た
。
留
学
生
の
皆
さ
ん
も
喜
ん

で
く
れ
た
の
で
、
き
っ
と
串
間
が
大

好
き
に
な
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

今月のページ
・記事の余談
・連絡先など

市ホームページで
更なる情報！

ひな人形の前でピースしている留学生と僕！

コーヒー
Cup of Joe

コーヒーを飲んだらどうですか？
Would you like a cup of Joe?
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年
金

平
成
28
年
度

国
民
年
金
保
険
料
額
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
前
年
度
か
ら
６

７
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
６
，
２

６
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
の
納
付
は
原
則
と
し
て

翌
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
納
付
期

限
ま
で
に
納
め
な
い
と
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
入
な
ど
が
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る

と
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
は
４
月
か

ら
受
け
付
け
し
て
お
り
、「
在
学
証
明
書
」

ま
た
は
「
学
生
証
の
写
し
」
が
必
要
と
な

り
ま
す
（
免
除
承
認
期
間
は
平
成
28
年

４
月
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま
で
）。
な
お
、

一
般
免
除
申
請
は
７
月
か
ら
の
受
付
と
な

り
ま
す
。

後
納
制
度
で
過
去
５
年
分
ま
で

保
険
料
が
納
め
ら
れ
ま
す

　

時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
９
月
ま
で

に
限
り
、
過
去
５
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金

額
が
増
え
た
り
、
納
付
し
た
期
間
が
不
足

し
て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
年

金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

後
納
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
際
は
後

納
が
可
能
な
期
間
の
う
ち
、
最
も
古
い
分

か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、

未
納
と
な
っ
て
い
る
期
間
も
後
納
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
な
ど
）

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民
係

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城
年
金

事
務
所
☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

今
月
の
テ
ー
マ
展
示

老境の美徳（曽野 綾子）
拳の先（角田 光代）
マリコ、炎上（林 真理子）
花が咲くとき（乾 ルカ）
恭一郎と七人の叔母（小路 幸也）
美女二万両強奪のからくり（佐藤 雅美）
炎のタペストリー（乾石 智子）
吹けよ風呼べよ嵐（伊東 潤）
愚者の連鎖（堂場 瞬一）

雨中の死闘（鳥羽 亮）
岳飛伝１６（北方 謙三）
浮遊（高嶋 哲夫）
鼠、地獄を巡る（赤川 次郎）
余命二億円（周防 柳）
かんかん橋の向こう側（あさの あつこ）
希望の海（熊谷 達也）
あるいは修羅の十億年（古川 日出男）
気仙沼ミラクルガール（五十嵐 貴久）

　ふうちゃんが夜に商店街の前を通り
かかると、なんとお店の看板の絵たち
が次々と飛び出してしゃべりだした。ど
のお店が商店街で一番か決めるために、
俳句大会を開くことになって…。

　わたしたちの暮らしを豊かに、また
癒しを与えてくれるペット。そんな犬や
猫、カメ、熱帯魚たちの飼い方、付き
合い方の特集をしています。

「
ペ
ッ
ト
特
集
」

「
擬
宝
珠
の
あ
る
橋
」

　
宇
江
佐 

真
理
／
著

「�

は
い
く
し
ょ
う
て
ん
が
い
」

　
苅
田
　
澄
／
作

　実の息子と義理の息子を育ててきた
おてつの悩みを、伊三次は気の毒に思
い…。廻り髪結いの伊三次とお文夫婦
の周りで起こる心揺さぶられる事件の
数々。惜しまれつつ亡くなった作家の、
髪結い伊三次シリーズ最終巻。

子
ど
も
の

歯
を
守
る

乳
幼
児
フ
ッ
素
塗
布
の
ご
案
内

　

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
化
し
ま
す
。
乳

幼
児
を
対
象
に
し
た
フ
ッ
素
塗
布
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
20
日
（
水
）

＊
午
後
１
時
～
１
時
半

● 

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

『
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
』

● 

そ
の
他
＝
開
催
の
案
内
は
個
別
に
通
知

は
し
ま
せ
ん
。
年
３
回
に
な
る
よ
う
に

フ
ッ
素
塗
布
を
受
け
る
と
効
果
が
あ
り

ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５
０
８
）

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

　

２
月
10
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

岩い
わ

下し
た 

栞か
ん

大た

く
ん

◎
小
路

立た
て

本も
と 

彪ひ
ゅ
う

華が

く
ん

◎
小
路

栗く
り

山や
ま 

巧た
く
み

く
ん

◎
桜
ヶ
丘

坂さ
か

口ぐ
ち 

慶け
い

志し

郎ろ
う

く
ん

◎
泉
町

峯み
ね

崎さ
き 

絆は
ん

奈な

ち
ゃ
ん

◎
上
新
町

島し
ま

田だ 

蒼そ
う

哉や

く
ん

◎
天
神

田た

中な
か 

蓮れ
ん

果か

ち
ゃ
ん

◎
倉
掛

谷た
に

口ぐ
ち 

結ゆ

輝き

隼と
く
ん

◎
桂
原

田た

中な
か 

愛え

蓮れ
ん

ち
ゃ
ん

◎
西
小
路
２
区

村む
ら

山や
ま 

颯そ
う

佑す
け

く
ん

◎
西
金
谷

川か
わ

崎さ
き 

大ひ
ろ

夢む

く
ん

◎
春
日

上う
え

田だ 

希き

衣い

ち
ゃ
ん

◎
上
町

有あ
り

馬ま 

大ひ
ろ

斗と

く
ん

◎
中
千
野

水み
ず

谷た
に 

龍り
ゅ
うく

ん

◎
西
今
町

高た
か

良ら 

奏そ
う

丞す
け

く
ん

◎
西
今
町

日ひ

高だ
か 

隼は
や
て

く
ん

◎
郡
司
部

萩は
ぎ

原わ
ら 

太た
い

紀き

く
ん

◎
西
今
町

吉よ
し

岡お
か 

明あ
か
り

ち
ゃ
ん

◎
鍛
治
屋

有あ
り

嶋し
ま 

一い
ち

華か

ち
ゃ
ん

◎
西
小
路
２
区



今月の
テーマ

お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

検
査
機
関
な
ど
の
認
定
書
ま
た
は

証
明
書
な
ど
を
添
付
し
て
申
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

固
定
資
産
土
地
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

● 

期
間
＝
４
月
１
日
（
金
）
か
ら

５
月
31
日
（
火
）（
土
、
日
、
祝

日
な
ど
閉
庁
日
を
除
く
）

● 

縦
覧
場
所
＝
串
間
市
役
所
税
務

課
（
各
支
所
管
内
の
固
定
資
産

は
支
所
で
も
可
）

※ 

縦
覧
で
き
る
方
は
固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）納
税
者
お
よ
び 

委
任
を
受
け
た
代
理
人
で
す
。

● 

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課

　

☎
内
線
２
１
２
・
２
１
３

障
害
者
手
帳
所
持
者 

串
間
温
泉
い
こ
い
の
里
利
用
料 

助
成
額
等
改
定
の
お
知
ら
せ

　

障
害
者
手
帳
所
持
者
で
福
祉
事

務
所
に
お
い
て
串
間
温
泉
い
こ
い

の
里
の
利
用
料
金
の
助
成
手
続
き

を
さ
れ
、「
串
間
温
泉
い
こ
い
の

里
利
用
者
カ
ー
ド
」
の
交
付
を
受

け
た
方
は
、
利
用
料
金
か
ら
助
成

金
の
額
を
差
し
引
い
た
額
で
温
泉

を
利
用
で
き
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
、

助
成
額
等
を
改
定
い
た
し
ま
す
。

● 

助
成
額
＝
一
人
１
回
に
つ
き
１ 

０ 

０
円
か
ら
２
５
０
円
へ

※ 

利
用
料
金
が
２
５
０
円
以
下
の

時
は
、
当
該
利
用
料
金
が
上
限

● 

助
成
上
限
＝
利
用
者
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
内
に
36
回
ま
で

● 

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所

自
立
支
援
係
☎
72

－

０
３
３
３

（
内
線
５
０
２
・
５
０
４
）

春
の
地
域
安
全
運
動

　

４
月
１
日
（
金
）
～
４
月
10
日

（
日
）
は
春
の
地
域
安
全
運
動
期

間
で
す
。
こ
の
季
節
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
や
花
見
を
は
じ
め
外
出
の

機
会
が
多
く
な
り
、
留
守
宅
を

狙
っ
た
空
き
巣
や
車
上
狙
い
の
ほ

か
、
自
転
車
の
盗
難
も
多
く
発
生

す
る
時
期
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者

を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
も
後
を
絶
た

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
誰
も
が

安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

● 

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
地
区
防

犯
協
会
☎
内
線
３
４
６

自
動
車
事
故
に
よ
る 

被
害
者
の
方
へ

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
で
は
自
動
車
事
故
の
被
害

者
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

● 

交
通
遺
児
等
貸
付
け

　

死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害

が
残
っ
た
方
の
お
子
さ
ま
に
対
す

る
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
け

▽�

貸
付
金
額
＝
は
じ
め
に
一
時
金

15
万
５
千
円
、
貸
付
期
間
中
は

毎
月
２
万
円

▽�

貸
付
期
間
＝
貸
付
決
定
の
月
か

ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

▽
利
子
＝
無
利
子

●�

介
護
料
の
支
給

　

事
故
で
重
度
の
後
遺
障
害
が
残

り
、
要
介
護
状
態
で
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
方
へ
の
支
給

▽
最
重
度
特
１
種

　

 

６ 

８
，４
４
０
円
～
１
３
６
，８
８
０
円

▽
常
時
要
介
護
１
種

　

 

５ 

８
，５
７
０
円
～
１
０
８
，０
０
０
円

▽
随
時
要
介
護
２
種

　

 

２ 

９
，２
９
０
円
～
５ 

４
，０
０
０
円

● 

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
交
通
事
故
被
害
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

交
通
事
故
被
害
の
相
談
は

　

☎
０
５
７
０

－

０
０
０
７
３
８

● 

問
い
合
わ
せ
先
＝
（
独
）
自
動

車
事
故
対
策
機
構　

宮
崎
支
所

☎
０
９
８
５

－

53

－

５
３
８
５

平
成
28
年
度
第
１
回 

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

● 

試
験
地
＝
宮
崎
市
、
都
城
市
、

延
岡
市
、
日
南
市
、
小
林
市
、

日
向
市

● 

試
験
の
種
類
＝
甲
種
・
乙
種

（
第
１
類
か
ら
第
６
類
ま
で
全

類
）・
丙
種

● 

試
験
日
＝
６
月
19
日
（
日
）

● 

申
請
期
間

▽�

持
参
ま
た
は
郵
送
＝
４
月
11
日

（
月
）
～
４
月
21
日
（
木
）
ま
で

（
消
印
有
効
）

▽�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
４
月
８
日

（
金
）
～
４
月
18
日
（
月
）

● 

そ
の
他
＝
試
験
会
場
や
申
込
方

法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

問
い
合
わ
せ
先
＝
消
防
本
部
予

防
係
☎
72

－

４
１
５
１
、（
一

財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

宮
崎
県
支
部
☎
０
９
８
５

－

22

－

０
２
３
９

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
疲
れ
、
認
知
症
に
関
す
る
問

題
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
専
門
医
に
よ
る

個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

● 

日
時
＝
４
月
28
日
（
木
）
午
後

２
時
～
４
時

● 

場
所
＝
日
南
保
健
所
相
談
室

● 

相
談
方
法
＝
専
門
医
に
よ
る
個

別
相
談
（
ご
家
族
や
支
援
者
か

ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。）

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

● 

費
用
＝
無
料

● 

申
込
方
法
＝
相
談
日
前
日
の
午

前
中
ま
で
に
電
話
に
て
申
込

● 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南

保
健
所
健
康
づ
く
り
課
☎
23

－

３
１
４
１

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
＝
５
月
８
日
（
日
）

※ 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

● 

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

● 

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

● 

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
平
日

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※ 

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

● 

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①�

行
政
相
談
＝
４
月
25
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②�

法
律
相
談
＝
４
月
18
日
（
月
）

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

問
い
合
わ
せ
先

　

①
市
民
生
活
課
生
活
係

　

☎
内
線
２
５
５

　

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

無
料
相
談

買い物の際はマイバッグを利用しましょう

４
月
１
日
か
ら
可
燃
ご
み
の 

直
接
搬
入
先･

収
集
日
な
ど
が 

変
更
に
な
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
可
燃
ご
み
を
焼

却
施
設
に
直
接
搬
入
す
る
場
合
は
、

日
南
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各

地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

さ
れ
た
ご
み
は
今
ま
で
ど
お
り
収

集
い
た
し
ま
す
が
、
各
地
区
の
収

集
ル
ー
ト
、
収
集
日
、
時
間
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
３
月
に

配
布
し
た
「
ご
み
収
集
計
画
一
覧

表
」
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
直
接
搬
入
方
法
に
つ
い
て

▽�

直
接
搬
入
先
＝
日
南
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

▽�

受
入
時
間
＝
年
末
年
始
を
除
く

毎
日
（
午
前
９
時
～
11
時
半
、

午
後
１
時
～
４
時
45
分
）

▽�

料
金
＝
10
㎏
ご
と
30
円
（
10
㎏

未
満
は
切
り
上
げ
。）

● 

４
月
１
日
以
降
の
ご
み
収
集
日

◆
燃
や
せ
る
ご
み

▽�

福
島
地
区
（
上
塩
、
鍜
治
屋
、

大
島
、
西
下
弓
田
、
東
下
弓

田
、
東
金
谷
、
西
金
谷
、
南
金

谷
、
北
金
谷
地
区
を
除
く
）
＝

月
・
木
曜
日

▽�

そ
の
他
の
地
区
＝
火
・
金
曜
日

◆�
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
リ
サ
イ
ク
ル

　

３
月
１
日
発
行
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
リ
サ
イ
ク
ル
収
集
計
画
一
覧

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
じ
ん
芥
処
理
場
へ
の
直
接
搬
入

　

焼
却
施
設
の
変
更
に
伴
い
、
４

月
以
降
も
旧
じ
ん
芥
処
理
場
で
一

部
搬
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日

（
午
前
９
時
～
11
時
半
、
午
後

１
時
～
３
時
）

▽�

対
象
＝
資
源
ご
み
、
市
指
定
袋

に
入
れ
た
可
燃
ご
み
の
み

● 

不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
は
絶
対

だ
め
！

　

不
法
投
棄
ま
た
は
野
外
焼
却
を

す
る
と
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に

な
る
な
ど
厳
し
い
罰
則
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課

生
活
環
境
係
☎
内
線
２
５
２

市
教
育
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　

串
間
市
が
九
州
労
働
金
庫
（
ろ

う
き
ん
）
と
提
携
し
、
低
利
率
で

ご
融
資
い
た
し
ま
す
。

● 

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

・ 

串
間
市
民
で
子
ど
も
の
教
育
資

金
の
必
要
な
方

・ 

子
ど
も
が
、
高
校
、
専
門
学
校
、

短
大
、
大
学
な
ど
へ
入
学
が
決

定
、
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
方

・ 

完
済
時
年
齢
が
65
歳
未
満
の
方

・
年
収
９
０
０
万
円
以
下
の
方

・ 

安
定
継
続
し
た
年
収
が
１
５
０ 

万
以
上
の
方

・ 

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
※ 

融
資
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
労

働
金
庫
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

● 

融
資
金
額
＝
子
ど
も
１
人
に
つ

き
２
０
０
万
円
以
内

● 
融
資
期
間
＝
10
年
以
内（
最
長

４
年
の
元
金
据
置
期
間
を
含
む
）

● 

金
利
＝
年
利
１
・
３
％
（
固
定

金
利
）
別
途
保
証
金
（
年
０
・

７
％
ま
た
は
年
１
・
２
％
）

● 

保
証
人
＝
保
証
機
関
の
保
証
に

よ
る（
個
人
も
可
能
な
場
合
有
）

● 

ご
用
意
い
た
だ
く
も
の

・ 

在
学
証
明
書
ま
た
は
、
入
学
決

定
を
証
明
で
き
る
も
の

・ 

所
得
証
明
書
、
住
民
票
、
健
康

保
険
証
（
保
証
人
を
含
む
）

・
完
納
証
明
書

・ 

そ
の
他
、
審
査
上
必
要
な
書
類

な
ど
を
ご
用
意
い
た
だ
く
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。

● 

申
込
先
＝
九
州
労
働
金
庫
日
南

支
店
☎
23

－

３
１
９
１

● 

問
い
合
わ
せ
先
＝
学
校
政
策
課 

教
育
総
務
係
☎
内
線
３
７
５

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
税
減
免
措
置
の
お
知
ら
せ

　

次
に
該
当
す
る
方
は
市
税
が
減

免
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
減
免
を

受
け
る
に
は
、納
期
限
７
日
前（
軽

自
動
車
税
は
納
期
限
）
ま
で
に
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

● 

市
民
税
＝
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
、
所
得
が
皆
無
と
な
り

生
活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た

方
、
学
生
お
よ
び
生
徒

● 

固
定
資
産
税
＝
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
、
公
益
の
た
め
に

使
用
す
る
固
定
資
産
（
有
料
で

使
用
す
る
も
の
を
除
く
）、
そ

の
他
特
別
の
事
由
の
あ
る
方

● 

軽
自
動
車
税
＝
公
益
の
た
め
に

使
用
す
る
軽
自
動
車
、
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
方
の
原
動
機

付
自
転
車
、
身
体
や
精
神
に
障

が
い
を
有
し
、
歩
行
が
困
難
な

方
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
、
そ

の
他
構
造
が
身
体
障
が
い
者
利

用
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
軽
自

動
車
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
Ｂ

１
・
Ｂ
２
判
定
の
方
で
、
特
別

支
援
学
校
の
通
学
に
使
用
さ
れ

る
軽
自
動
車

● 

市
税
の
災
害
減
免
・
減
額
措
置

　

被
災
の
程
度
に
よ
り
納
期
未
到

来
分
の
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
被
災
後
30
日

以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
し
た
既
存
住
宅
の
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
翌
年
度
分
税
額
の
３

分
の
１
（
１
０
０
㎡
分
）
を
限
度

と
す
る
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

対
象
は
「
65
歳
以
上
の
方
」「
要
介

護
・
要
支
援
認
定
者
」「
障
が
い

者
」
が
使
用
す
る
住
宅
で
自
己
負

担
改
修
費
30
万
円
以
上
が
対
象
で

事
業
内
容
を
示
す
書
類
、
写
真
な

ど
を
添
付
し
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
57
年
１
月
１
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
耐
震
基

準
に
適
合
さ
せ
る
改
修
工
事
（
50 

万
円
以
上
）
を
施
行
し
た
場
合
、

２
分
の
１
（
１
２
０
㎡
分
）
の
減

額
措
置
が
あ
り
ま
す
。
適
合
基
準

の
証
明
書
な
ど
を
添
付
し
申
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
省
エ
ネ
改
修
に
伴
う

減
額
措
置
、
認
定
長
期
優
良
住
宅

に
対
す
る
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。
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じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

　累計乗客数が20万人を達成したことを
記念し、ご乗車いただいた方の中から抽
選で20名様に共通商品券やよかバス回数
券などが当たる応募を実施しました。
　３月14日に応募された方の中から１等
が当選した田中六

むつ
子
こ
さんに、賞品を贈呈

するセレモニーが行われ、花束などが手
渡されました。

よ
か
バ
ス
累
計
乗
客
数

20
万
人
達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

ホ
ン
ダ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
会
が

大
平
小
学
校
へ
刈
り
払
い
機
を
寄
贈

宮
崎
県
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
受
賞

大
束
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
解
団

　宮崎県が女性の参画が少なかった分野
へのチャレンジ、出産・育児後の再チャレ
ンジなどで顕著な功績のある方に対して
表彰している「女性のチャレンジ賞」を、
児童デイサービス『なないろ』を運営して
いる児玉良

りょう

子
こ

さんが受賞されました。児
玉さんは、平成26年４月に、心身に障が
いを待つ児童・生徒のためにデイサービ
ス施設を開設し、子ども自身の機能回復
や親の就業支援に貢献されています。ま
た、『親子リズム子育ての会』の活動では、
子育て支援に取り組んでいます。

　２月28日、大束野球スポーツ少年団が
部員減により解団し、37年の歴史に幕を
下ろしました。
　この日は、大束小グラウンドに部員や
ＯＢら約50人が集まり、最後の試合を行
いました。

　３月15日、県内にある本田技研工業の
協力会社を中心とする「ホンダフェニッ
クス会」が大平小学校へ刈り払い機を寄
贈しました。
　贈呈式には、ホンダカーズの橘会長、
ニチワの石田取締役、ホンダロックの清
課長が出席し、穴井校長へホンダ製の刈
り払い機が手渡されました。

メ
カ
の
現
代
社
会
の
影

●
河
野
浩
泰
さ
ん

　

今
の
社
会
は
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、 

携
帯
電
話
な
ど
、
全
て
メ
カ
で
生

活
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
だ
が

人
々
は
あ
ま
り
に
も
メ
カ
な
ど
に

頼
り
す
ぎ
て
い
な
い
か
？
携
帯
電

話
が
な
い
と
困
る
、
○
○
が
な
い

と
困
る
。
あ
ま
り
に
も
メ
カ
な
ど

に
頼
り
す
ぎ
て
い
る
と
、
３
・
11

の
災
害
な
ど
緊
急
な
時
に
、
我
々

人
間
は
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
メ
カ

に
頼
ら
ず
に
生
き
て
い
け
る
の
か

疑
問
が
多
い
。
他
の
動
物
な
ど
の

よ
う
に
生
物
の
五
感
を
日
々
磨
く

必
要
が
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
最
近
増
え
て
い
る
都
会
の
若
者

の
田
舎
移
住
も
、
３
・
11
の
影
響

が
大
き
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

世
界
情
勢
を
見
て
も
、
い
つ
何
が

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う

の
で
、
有
事
の
際
に
備
え
て
準
備

し
た
り
、
あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ
な
生

活
を
し
た
り
す
る
の
も
大
切
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

口
と
財
布
は
緊
め
る
が
得

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

お
し
ゃ
べ
り
と
無
駄
遣
い
は
慎

め
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

何
も
言
わ
な
け
れ
ば
な
ん
の
こ

と
も
な
い
の
に
、
何
か
言
っ
た
ば

か
り
に
損
し
た
り
、
災
い
を
受
け

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
雲
行
き

が
悪
け
れ
ば
け
ん
か
に
発
展
す
る

こ
と
も
あ
る
。
口
は
災
い
の
門
に

な
る
。

　

ま
た
金
を
た
め
る
の
は
容
易
で

な
い
が
、
い
っ
た
ん
財
布
に
入
れ

た
金
で
も
、
う
っ
か
り
し
て
い
る

と
次
々
に
流
れ
出
て
い
く
。
だ
か

ら
口
と
財
布
は
閉
め
る
方
が
得
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、

こ
れ
は
消
極
的
な
保
身
の
道
で
あ

る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
使
っ
た

た
め
に
大
き
な
幸
い
や
財
を
得
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
の
機
に
良
き

チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
て
決
断
し
た
い
。

そ
し
て
大
金
持
ち
に
な
ろ
う
。

　

口
と
財
布
は
閉
ず
る
に
利
あ
り

　

口
と
ふ
ん
ど
し
は
固
く
締
め
る

　

口
の
出
這
入
り
に
戸
を
立
て
る

の
こ
と
わ
ざ
も
あ
る
。

　
空
気
を
読
む
と
い
う
言
葉
が
は

や
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
今
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
多
様
性
や

同
調
圧
力
に
屈
し
な
い
人
だ
と
思

い
ま
す
。
個
人
的
に
は
投
資
と
い

う
も
の
に
あ
ま
り
興
味
が
な
い
で

す
が
、
日
銀
の
低
金
利
政
策
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
勉
強
し
て

お
く
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。創

刊
１
０
０
０
号 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
ア
サ
コ
さ
ん

　

広
報
く
し
ま
創
刊
１
０
０
０
号

を
記
念
し
ま
し
て
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
く
し
ま
を
楽
し
む

１
０
０
０
円
ツ
ア
ー
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
す
。
と
言
う
の
も
子

ど
も
た
ち
が
結
婚
し
て
孫
を
連
れ

て
帰
っ
て
来
て
串
間
を
案
内
す
る

に
あ
た
り
、
ど
こ
に
連
れ
て
行
っ

た
ら
い
い
の
か
い
つ
も
迷
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
は
イ
ル
カ
ラ
ン
ド
、
串
間
温

泉
、
い
ち
ご
園
、
ぶ
り
プ
リ
丼
、

都
井
岬
と
串
間
を
案
内
し
た
り
み

ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
前
中
学
校
の
同
窓

会
が
あ
り
、
懐
か
し
い
顔
を
見
な

が
ら
食
べ
て
語
る
な
ど
、
と
て
も

良
い
日
で
し
た
。
今
は
串
間
中
学

校
の
新
制
服
決
定
を
見
て
、
す
て

き
な
制
服
だ
と
魅
力
を
感
じ
て
い

ま
す
。
若
い
っ
て
い
い
な
ー
。
何

事
も
。

　
く
し
ま
を
楽
し
む
１
０
０
０
円

ツ
ア
ー
の
記
事
が
お
役
に
立
っ
て

良
か
っ
た
で
す
。
企
画
の
段
階
で

は
賛
否
両
論
で
、
今
さ
ら
串
間
の

有
名
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る

の
も
ど
う
か
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま

な
特
集
を
し
て
い
く
つ
も
り
な
の

で
、
ご
意
見
や
お
便
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

広
報
く
し
ま
の
思
い
出

●
リ
ナ
マ
マ
さ
ん

　

広
報
く
し
ま
２
月
号
。
創
刊
１ 

０
０
０
号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

私
た
ち
家
族
に
は
広
報
く
し
ま

に
た
く
さ
ん
の
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま

す
。
長
女
は
高
校
生
の
時
お
便
り

を
書
い
た
ら
読
者
ペ
ー
ジ
に
載
せ

て
も
ら
い
大
喜
び
で
し
た
。
も
う

15
年
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
図

書
館
が
で
き
た
時
、
広
報
の
Ｎ
Ｏ

４
５
５
の
表
紙
に
写
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
私
が
い
つ
も
見

ら
れ
る
所
に
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

　

串
間
の
魅
力
を
記
し
た
く
し
ま

学
カ
ル
タ
。
今
度
は
こ
の
カ
ル
タ

を
購
入
し
て
、
ま
す
ま
す
串
間
を

好
き
に
な
り
ま
す
。

　
広
報
く
し
ま
と
の
ド
ラ
マ
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
か
ら
も
ご
紹
介
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
く
し
ま
学
カ
ル
タ
は

串
間
の
魅
力
を
遊
び
な
が
ら
学
べ

る
と
て
も
理
に
か
な
っ
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
串
間
の
良
さ
に
気

づ
く
人
が
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。
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市民
憲章

わたくしたちは、
1.  豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1.  お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1.  健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1.  だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

　

私
の
串
間
の
思
い
出
の
始
ま
り

は
、
昭
和
50
年
、
小
学
校
４
年
生
の

夏
、
学
級
全
員
で
同
級
生
の
祖
父
母

宅
に
泊
ま
り
に
来
た
こ
と
で
す
。
福

島
今
町
駅
で
降
り
、
み
ん
な
で
歩
い

た
こ
と
、
ま
だ
福
島
港
は
な
く
、
砂

浜
だ
っ
た
今
町
の
海
岸
で
遊
ん
だ
こ

と
、
夜
の
胆
試
し
、
あ
の
頃
の
景
色

を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
は
、
串
間
は
ド
ラ
イ
ブ

や
ツ
ー
リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
大
好

き
で
し
た
。
教
職
に
就
い
て
か
ら
は
、

平
成
８
年
度
か
ら
３
年
間
市
木
小
、

そ
し
て
27
年
度
は
笠
祇
小
に
ご
縁
が

あ
り
ま
し
た
。
市
木
小
は
当
時
児
童

数
が
60
名
以
上
、
職
員
数
は
12
名
で

し
た
。
小
中
合
同
運
動
会
で
ソ
ー
ラ

ン
節
を
踊
り
、
舳
地
区
の
皆
さ
ん
に

大
漁
旗
を
振
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、

水
田
ゴ
ボ
ウ
や
オ
ク
ラ
の
畑
、
石
波

海
岸
で
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
活
動
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
都
井
岬
を
市
木
小
の
子

ど
も
た
ち
と
走
っ
た
こ
と
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

都
城
に
転
勤
し
て
か
ら
も
毎
年
の

よ
う
に
高
松
や
一
里
崎
に
来
て
い
ま

し
た
。
浜
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
泊

ま
っ
た
こ
と
も
い
い
思
い
出
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

笠
祇
小
で
の
こ
の
１
年
間
は
、
語

り
尽
く
せ
な
い
思
い
出
に
溢
れ
て
い

ま
す
。
27
年
４
月
、
地
区
の
花
見
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
笠
祇
小
は
地
域

に
見
守
ら
れ
温
か
な
環
境
で
学
べ
る

理
想
郷
で
し
た
。
27
年
度
の
児
童
数

は
７
名
。
１
４
０
年
の
歴
史
の
中
で

は
１
２
７
名
と
い
う
時
代
（
昭
和
30

年
代
）
も
あ
り
ま
し
た
。
何
と
か
し

た
い
と
地
域
を
挙
げ
て
数
々
の
取
り

組
み
を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
２
年
間
は
新
入
児
童
が
お
ら
ず
、

今
後
も
そ
れ
は
見
込
め
な
い
た
め
、

保
護
者
と
地
域
は
休
校
と
い
う
苦
渋

の
決
断
に
至
っ
た
の
で
し
た
。

　

９
月
の
運
動
会
に
は
地
域
の
方
々

は
も
ち
ろ
ん
、
卒
業
生
や
歴
代
の
先

生
方
な
ど
、
総
勢
３
０
０
名
以
上
集

ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
米
や
芋
、

そ
ば
な
ど
を
育
て
、
餅
つ
き
や
そ
ば

打
ち
を
地
域
の
方
と
体
験
し
た
り
、

学
習
発
表
会
や
ス
ピ
ー
チ
集
会
、
持

久
走
大
会
を
地
域
の
方
に
応
援
し
て

い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
方
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も

楽
し
み
ま
し
た
。
７
月
に
休
校
が
決

定
し
て
か
ら
２
月
20
日
の
休
校
式
ま

で
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
や
運
営
を

通
し
て
、
笠
祇
小
や
こ
の
地
域
を
思

う
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
笠
祇
小
が
休
校
に

な
っ
て
も
、
地
区
の
行
事
な
ど
で
学

校
に
集
ま
り
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
地

域
で
あ
り
続
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

笠
祇
、
古
竹
、
奴
久
見
の
３
地
区
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
大
会
や
、
焼
肉
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
、
運
動

会
、
サ
ン
タ
と
遊
ぼ
う
会
、
卒
業
を

祝
う
会
な
ど
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
み

ん
な
で
集
え
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
1
年
を
し
っ

か
り
と
心
に
刻
ん
だ
で
し
ょ
う
か
。

休
校
に
よ
り
、
私
た
ち
教
師
は
い
な

く
な
り
ま
す
が
、
古
竹
、
笠
祇
、
奴

久
見
地
区
に
は
、
周
り
の
大
人
た
ち

の
活
動
の
様
子
を
見
て
子
ど
も
た
ち

が
自
然
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
地
域

力
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
力

を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

た
ち
が
信
じ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
行

事
を
継
続
し
、
い
い
思
い
出
を
残
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

随  

想

「
串
間
の
思
い
出

　
そ
し
て

　
笠
祇
へ
の
エ
ー
ル
」

さかもと えみこ （50歳）
宮崎市出身。都城市、串間市、三
股町の小学校に勤務し、昨年度
笠祇小学校に勤務。本年度から
は都城市の学校へ。単身赴任を終
え夫婦２人の生活に戻る。県外に
住む長女は看護師、長男は自衛官。
美と健康のために、おいしいもの
を食べることとスポーツが大好き。

● この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口��18,692人
　男��8,712人　女��9,980人
　世帯数��7,912世帯（平成28年３月１日現在）
＊平成27年度国勢調査速報値からの推計人口です。

編
集
後
記

今月の表紙
　福島中学校男子バレー部は、１月に行われた第33回ＪＡ共済杯Ｕ
ＭＫ中学校バレーボール大会で20年ぶりに優勝を果たし、３月26日
から28日に宮崎市で開催された九州中学校バレーボール選抜優勝大
会に本県代表として出 
場しました。２月26日 
には報告のため、市長
を表敬訪問し、九州大
会への抱負を語りまし
た。チームは３年生３
人、２年生７人が所属
しています。

福島中男子バレー部が
九州大会に出場

４月から広報係は総合政策課から総
務課へ移ることになりました。私も
総務課へ異動になり、広報担当３年
目が始まります。新体制のもと、さ
らに良い広報紙づくりに励んでいき
たいと思いますので今年度も変わら
ずご愛読をよろしくお願いします（イ）

平成 27年度も終り、新年度を迎えま
す。振り返ると、広報に携わらせて
もらって半年以上が経ちました。数
々の取材はもちろん、広報紙が１０
００号を迎えるなど何かと記憶に残
る期間だったと思います。今年度は
挑戦する広報を心掛けたいです（オ）

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総務課
秘書広報係　行

（No.1004/2016. ４）

平成 28 年１月、地域の方が作ってくださった門松の前で
笠祇小学校全員（児童７名、職員６名）で撮った思い出の１枚

坂
元 

恵
美
子
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都井岬に春の訪れ 
春駒に会いに来ませんか？
　都井岬も長い冬を越し、いよいよ春がやってきました。
今までは寒さで枯れていた芝もだんだん緑色に色づき、
春を代表する「オキナグサ」も丘の上にちらほらと咲き
始めました。
　都井岬の春といえば、春駒の出産シーズン。これから、 
初夏にかけて都井岬内で春駒が誕生します。皆さんぜひ、
元気いっぱいの春駒に会いに都井岬にお越しください♪

野外ガイドのお知らせ
　都井岬ビジターセンターでは、実際に野外に出て、御
崎馬の説明を聞くことが出来る「野外ガイド」も行って
います。説明を聞いてみると、新たな発見があるかもし
れません。ガイド費用はビジターセンターの入館料のみ
でご利用頂けます。当日のお申込みは、お受け出来ない
場合がありますので、必ず事前予約をお願いします。

午　　前 午　　後
御崎馬について学ぼう 10：00～10：30 14：00～14：30

野外ガイド 10：30～12：00 14：30～16：00

指定管理者：株式会社スチールユニオン

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　
休館日： ４月の休館日は20日（水）です

TEL 0987-75-2000
日本一早いビアガーデンオープン
　４月１日（金）からビアガーデンをオープンします。地
元バンドの演奏も予定しております。
●時間＝午後６時～
●料金＝3,500円（90分飲み放題、食べ放題）

宮崎天歌らくご祭　－2016春の陣－
●日時＝４月３日（日）午後２時開演
●会場＝いこいの里
●料金＝当日2,000円、予約1,500円
　　　　※30代までは500円値引き
　　　　※高校生以下1,000円値引き
　　　　※未就学児は無料
●出演者＝三遊亭天歌、林家木りん、三遊亭好吉

春のカラオケ大会開催
●日時＝４月21日（木）12時～
●会場＝いこいの里大広間
●料金＝2,500円（温泉・食事・カラオケ）
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姉妹都市高鍋町と友好の証し
市役所中庭のタカナベカイドウ
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